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★マスタ登録業務の流れ 
新規商品導入時や商品変更、商品終了の際の業務の流れについて記載します。 
マスタ登録業務を定義するにあたっての前提条件は下記となります。 

 VE／SK 業態、KHK 業態（CDEK 含む）共に業務の流れは原則統一とする。 
 営業企画起案商品（キャンペーンによる単価変更含む）や KHK 業態の FC 用個店メニューの登録業務は別フローとする。 

1. 新規商品導入時の業務フロー 

 経営戦略 商品開発 購買物流 情シス その他 

会
議 

 

 
 
 
 
 
 

    

決
済
会
議 

 
 

    

準
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 ※上記フローで作成された決定事項一覧を基に、インフォメーション（1.5か月前）を作成 
  
 
 
 

【一部】：売価、味覚、原価、目標出数 
【二部】：オペレーション面の決定 

ﾏｽﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
ﾒﾆｭｰ画面 

①ﾒﾆｭｰ登録区分
設定 

役員承認（リリース3か月前） 

決定事項 
一覧 

②決定事項一覧
作成 

③取引先へ登録
依頼 

取引先 
Infomart 登録 

④食材データ 
クレンジング 

ﾏｽﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
食材画面 

⑤メニューデータ登録 ﾏｽﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
ﾒﾆｭｰ画面 Teams 通知 

並行作業 

⑥POS 登録/配信 

⑦メニューコード 
共有 

Teams 通知 

⑧レシピ／仕掛品 
登録 

Teams 通知 FoodIT 
ﾚｼﾋﾟ画面 

デリバリーなどマー
ケティング会議で
決定できない販
売方法などは、
決定次第⑤から
登録を行う 
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2. 商品変更（売価など）／終了時の業務フロー 

 経営戦略 商品開発 購買物流 情シス その他 

会
議 

 

 
 
 
 
 
 
 

    

準
備 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【会議決定事項】 
 ・売価変更、原価変更、食材変更（味覚チェック） 

役員承認 

変更事項 
一覧 

③食材データ 
クレンジング 

取引先 
Infomart 登録 

②取引先へ登録 
依頼 

ﾏｽﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
食材画面 

ﾏｽﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
ﾒﾆｭｰ画面 

Teams 通知 

④メニューデータ更新 

⑥メニューコード 
共有 

Teams 通知 

⑦レシピ更新種別 
判断 

Teams 通知 

FoodIT 
ﾚｼﾋﾟ画面 

売価／原価 
変更 

①変更事項一覧 
作成 

食材変更 

⑤POS 登録/配信 

食材切り替えの場合 

⑧アイテムグループ 
変更 

アイテムグループ内の 
食材切り替えの場合 

ﾏｽﾀ管理ｼｽﾃﾑ 
食材画面 

商品終了時は、
ここでフロー終了 
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3. LSM商品導入時の業務フロー 

 LSM 商品を導入する際の業務フローは、全店施策メニューと個店施策メニューで異なります。 

① 全店施策メニュー 

  全店施策メニュー（全店共通で開始する、100万を超える施策） 
   営業部門 経営戦略 商品開発 購買物流 情シス その他 

施
策
検
討
段
階 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

    

会
議 

 

 
 
 
 
 
 

     

 

② 個店施策メニュー 

  個店施策メニュー（個店別に実施する、100万以下の施策） 
  ※個店別の割引（割引メニュー作成）や個店別お楽しみ袋など 

   営業部門 経営戦略 商品開発 情シス その他 

施
策
検
討
段
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

   

 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

 
 

施策検討／情報共有 

施策内容整理 
・施策内容、金額、原価、 
販売期間 

【一部】：売価、味覚、原価、目標出数 
【二部】：オペレーション面の決定 

商品開発へ共有 

役員承認以降は、新規商品導入時
の業務フローと同じになる 

施策検討／情報共有 

営業本部長 
決済 

①決定事項一覧
作成 

決定事項 
一覧 

②POS 登録/配信 

Teams 通知 

③施策情報共有 
Teams 通知 

④メニューコード共有 Teams 通知 
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4. 決定事項／変更事項一覧で管理する項目 

 マーケティング会議で決定した内容を基に、下記情報を商品開発で取り纏め、マスタ登録業務を開始します。 
 
  ①メニュー関連 
   ・メニュー登録区分：マーケティング会議にて経営戦略が決定／商品開発へ指示 
   ・メニュー正式名称 
   ・メニュー詳細情報     

更新 
ｽﾃｰﾀｽ 

販売 
方法 

売価 原価 導入日 廃止日 
部門 
コード 

基準 
店舗 

プラス 
店舗 

マイナス 
店舗 

新規 店内 \xxx \xxx YYYYMMDD YYYYMMDD XX XX XX XX 
変更 ﾃｲｸｱｳﾄ         
廃止 ｾｯﾄ         
 ﾃｲｸｱｳﾄ 

ｾｯﾄ 
        

 従食         
 ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ         
 ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ 

ｾｯﾄ 
        

 外売り         
    ※販売方法は全てを共有（デリバリーなど、役員承認時には決定できない項目は決定次第共有） 
    ※売価は POS に登録する売価となる（セットなど POS に\0で登録するメニューは\0とする） 
    ※原価は商品開発が見積もり上で計算した価格を登録する。 
    ※変更情報は、どの項目が変更となったのかが分かるようにする。 
 
  ②食材関連 
   ・規格（レシピ）数 
   ・規格（レシピ）単位 
   ・入数（棚卸）数 
   ・入数（棚卸）単位 
   ※規格（レシピ）は原価計算時に必須となり、商品開発が見積もり時点で把握している情報を共有する。 
     また、規格（レシピ）数と単位は、食材につき1パターンが原則となるので、登録時に注意する事。 
   ※入数（棚卸）数と単位は、レシピ計算と店舗での移動／廃棄／棚卸時に影響が出る項目となる。 
     登録ルールを明確にした上で設定する事。 
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★食材マスタ登録業務 
新規食材導入時や食材の取り扱い終了などの際の業務の流れについて記載します。 

1. 食材マスタ連携の概要 

 食材マスタクレンジング時や店舗食材登録時などの、各システムへの連携の概要は下記となります。 

① 連携のタイミング 

  Infomart で登録された食材やマスタ管理システムで登録したクレンジング情報などは日々下記の時間帯に連携されます。 
  ※記載時間は目安時間となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23:00～0:30 
・当日マスタ管理システム上でクレンジングや店舗食材登録を行った食
材の連携用ファイル作成 
※マスタ管理システムの操作禁止時間 

0:30～1:30 

マスタ管理 
   システム 

2:00～3:00 

FoodIT 

・マスタ管理システムから連携用ファイルを受信し、FoodIT 内に反映 
※本処理終了後、FoodIT で食材が利用可能となる 

・CH@RK 連携用ファイル作成 
 ※VE／SK 業態のみ 

13:00～13:30 CH@RK 
・連携用ファイルを CH@RK 内に反映 
・店舗食材の情報を基に、各店舗での発注が可能となる 
  

随時 

Infomart 

0:00～0:30 

・取引先側の新規食材データ作成や単価変更申請など 
・C-United 側で、店舗共有、自社管理商品コード、科目設定、単価
承認、FC 単価設定(KHK のみ)の実施 

・原材料データの連携用ファイル作成 

1:00～2:00 
マスタ管理 
   システム 

・原材料データの取込。 
  ※自社管理商品コード、科目、FC 単価が設定されていない原材料 
   は取込対象外となる 



2-1-2 

 

2. 新規食材登録時の運用について 

 新規食材登録時の運用と注意点は下記となります。 

① Infomart 上の処理 

   1)取引先にて新規食材の登録を実施、承認依頼 
   2)購買物流にて新規食材の承認、店舗共有処理 
   3)自社管理商品マスタ設定から「自社管理商品コード」と「科目コード」を設定 
   4)フランチャイズ管理から「FC 単価」を設定 ※KHK 業態のみ 
 
 
 
 
 
 
   ※Infomart の操作は、Infomart 側の操作説明書を参照してください 
 

② クレンジング処理 

   1)要クレンジング食材の特定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ・マスタ管理システムを起動すると、「要クレンジング食材リスト」が表示されます 
     本食材は、Infomart 上で自社管理商品コードと科目コード設定が完了し、クレンジング可能な食材の一覧となります 
    ・上記画面が表示されない場合は、画面左側のメニューから「Overview」ボタンを押すと表示されます 
    ・要クレンジング食材リストの行をクリックすると、クレンジング画面が表示されます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・自社管理商品コードと科目コードの設定がされないと、マスタ管理システムのデータ取込対象外となります 
 ・KHK 業態で店舗共有を行う場合は、必ず「53070：レシピ連携用マスタ」へ全商品共有してください 
  ※KHK 業態は、「53070：レシピ連携用マスタ」の「FC 単価」を取り込む為 
 ・FC 単価の設定は、自社管理商品コードと科目コードを設定した当日中に行ってください。 

注意事項 
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・基本的な考え方（発注した商品(\4,800)の中に500ml の瓶が6本入っている場合） 
 
 
 
 
   発注数量「1」                   入数「12」                規格「500」 
   発注単位「C/S」                 入数単位「PC」             規格単位「g」 
   発注単価「\6,264」               1本あたり「\522」           1g あたり「\1.04」 
   ※上記は取引先が設定             ※発注単価÷入数           ※発注単価÷(入数×規格) 
                                (棚卸単価となる)          （レシピ単価となる） 
 

   2)食材のクレンジング作業 
    ・下記項目の登録を行います 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    A 「店舗購入金額」：修正不可項目。VE 系は仕入単価、KHK は FC 単価が反映します 
    B 「規格」：レシピに換算する数量となります。B の規格単位毎の金額を算出する為に必須項目となります 
    C 「規格単位」：上記規格の単位となります 
    D 「入数」：発注した1つの箱に入っている商品数となります。FoodIT の棚卸数量に関係します 
    E 「入数単位」：上記入数の単位となります。※D の入数が「1」の場合は、「N」の単位と同じ単位を登録します 
    F 「上限数量」：CHARK に連携する発注上限数量となります。「K」のロット数の倍数を登録します 
    G 「流通形態」：CHARK に連携される「常温」「冷蔵」「冷凍」の区分となります。適切な項目を登録してください 
    H 「商品区分」：CHARK に連携される「日次」「週次」「月次」の区分となります。適切な項目を登録してください 
    I 「在庫マーク」：CHARK に連携される項目ですが、Infomart 発注商品は CHARK での月次棚卸を行わなくなったので 
               「毎月しない」を登録してください 
    J 「最小発注数」：取引先が Infomart に最小発注数を設定している場合は、その数量が表示されます。取引先が設定 
                しない上に、最小発注数が指定されている場合のみ指定の数字を登録してください 
    K 「ロット数」：取引先が Infomart にロット数を設定している場合は、その数量が表示されます。取引先が設定しない上に 
             ロット数が指定されている場合のみ指定の数字を登録してください 
    L 「アイテムグループ」：同じ食材でも店舗毎に異なるコードを使用する場合に使用します。詳細は後述の「参考」を参照 
    M～Q：各項目修正不可項目となります。Infomart に登録されている情報をそのまま表示します 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A B C D E 

F G H I 

J K L 

M N O P Q 

参考【規格や入数の考え方について】 
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・同一食材だが、店舗毎に納品する商品コードが異なる場合に使用します。 
 例）トマトの場合 
 
 
 
 
 
 
 
 ※店舗に紐づいた商品毎に、店舗別の理論原価計算と発注数量計算が行われます。 
 ※アイテムグループを使用しない商品は、アイテムグループの登録は行いません。 
 
・アイテムグループを新規で作成する場合は下記の操作となります。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 ※VE／SK 業態のコードは、「10」＋「任意（重複しない）3桁の番号」としてください。 
 ※KHK 業態のコードは、「50」＋「任意（重複しない）3桁の番号」としてください。 

食材マスタの「アイテム」タブを 
選択します。 

新規グループ作成ボタンを 
押下します。 

業態を選択し、任意のアイテムグループコードと 
アイテムグループ名、略称を設定し、登録ボタンを 
押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考【アイテムグループについて】 

A 店舗、B 店舗 

C 店舗 

D 店舗、E 店舗
井 

・店舗購入金額が荷姿での金額ではなく、最小単位での単価になっている場合。 
   ※50個入りのカップの店舗購入金額が1個の単価で登録されている場合など。 
 
 →規格：「1」、規格単位「未指定」、入数「1」、入数単位「任意」※KHK 業態は「個」で登録。 
   ※移動処理時の単価などに影響が出る為 

注意事項【規格と入数の登録ルール①】 

・入数が「1」の場合は、発注単位（前ページの N）と入数単位（全ページの E）を同じ単位に設定してください。 
・アイテムグループに紐づく食材は、全て同じ単位で規格登録をしてください。 
・KHK 業態の入数単位は「個」が設定されていますが、運用を考慮して設定してください。 
 

注意事項【規格と入数の登録ルール②】 
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③ 店舗商品設定 

  各商品の店舗取り扱い日程を設定します。設定された日程を基に、CHARK 自動発注画面や理論原価計算処理に反映 
  します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗選択タブを選びます。 

割り付ける店舗を、店舗抽出条件を活用 
して絞り込みます。 
「∨」を押すと、詳細絞り込み条件を表示 
出来ます。 
条件設定後、虫眼鏡ボタンを押します。 

抽出条件に基づいて未割付の店舗一覧が 
表示されます。 
※既に店舗割付済みの店舗は表示されません 
 
リスト上部の「☑」を押すと、表示された全店舗 
が登録対象となります。 
 
店舗名の右横の「▶」を押すと、1店舗ずつ選択 
出来ます。 

登録対象の店舗が画面右側に表示されます。 
※登録前であれば、店舗名の左横の「◀」や 
  「☒」を押すことによって、対象外にする事が 
  出来ます。 

 

初回納品日と最終納品日を設定し、 
「登録する」ボタンを押します。 
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3. 食材取扱終了時の運用（変更含む） 

 食材の取扱が終了となる場合の運用は下記となります。 

① 最終納品日設定（通常操作） 

店舗設定画面で、店舗の最終納品日を設定します。 
 
   1)1店舗ずつ設定する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録した店舗は、「店舗設定」タブに一覧で 
表示されます。 

・一度店舗設定タブに表示された店舗は、登録対象外（削除）する事ができません。 
 誤って登録した場合は、最終納品日を当日もしくは過去日付にするなどで対応してください。 
・店舗数が多い場合は、登録完了まで時間がかかる場合があります。 

注意事項 

店舗設定タブを選びます。 

該当店舗の初回納品日や最終納品日を 
任意の日付に設定します。 
※更新ボタンなどはありません。 
 
最終納品日横の「▶▶」を押すと、最終納品日 
が「9999/12/31」となります。 
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食材マスタの「アイテム」タブを 
選択します。 

店舗ビューボタンを 
押下します。 

業態とアイテムグループで 
絞り込みます。 

アイテムグループ＞店舗＞ 
原材料の順番で表示される 
ので、各原材料の納品 
開始日と終了日を設定します 
※旧食材と新食材を見比べ 
  ながら設定することが可能 
  です。 

   2)複数店舗一括で設定する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 最終納品日設定（特殊（アイテムグループ）操作） 

  アイテムグループに紐づく食材が切り替わる場合は、アイテムグループの一覧から変更が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欄外の初回納品日、最終納品日を変更する 
と、「全店の開始日を更新」ボタン、「全店の 
終了日を更新」ボタンが表示されるので、押下 
する事によって、一括設定が可能です。 
 
店舗を絞り込むことによって、絞り込んだ店舗 
のみ一括設定することが可能です。 



2-2-1 

 

★メニューマスタ登録業務 
新規メニュー導入時やメニュー変更、メニュー終了の際の業務の流れについて記載します。 

1. メニューマスタ連携の概要 

 メニューマスタ登録時や変更時の、各システムへの連携の概要は下記となります。 

① 連携のタイミング 

  マスタ管理システムで登録、変更されたメニューは日々下記の時間帯に連携されます。 
  ※記載時間は目安時間となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② メニューマスタの連携範囲 

  マスタ管理システムで作成され、各システムに連携されるデータは下記の通りとなります。 
 

システム名 画面 範囲 主な連携データ 
TEC̲POS マスタ マスタ登録 全社 マスタ管理システムから出力される CSV を取込んで反映※ 
NEC̲POS マスタ マスタ登録 全社 マスタ管理システムから出力される CSV を取込んで反映※ 
FoodIT 廃棄入力 店舗 店舗毎の取扱メニュー（販売開始・終了の日付と連動） 

レシピマスタ 全社 メニューコード＝レシピコードとなり、レシピ登録が可能となる 
CH@RK レシピ表 店舗 店舗毎の取扱メニュー（レシピも必要） 
データ基盤 － 全社 メニュー登録区分など、メニューに紐づく分析に必要な項目 

  ※TEC̲POS マスタと NEC̲POS マスタについては、マスタ管理システムからメニュー基本情報の手動連携となる。 
    POS 独自の項目（キッチンプリンタや値割引など）は POS マスタ側での設定となる。 
 
 
 
 
 
 

23:00～0:30 
・当日マスタ管理システム上で登録、変更したメニューの連携用ファイル
作成 
※マスタ管理システムの操作禁止時間 

0:30～1:30 

マスタ管理 
   システム 

2:00～3:00 

FoodIT 

・マスタ管理システムから連携用ファイルを受信し、FoodIT 内に反映 
※本処理終了後、FoodIT でメニューが利用可能となる 

・CH@RK 連携用ファイル作成 
 ※VE／SK 業態のみ 

13:00～13:30 CH@RK 
・連携用ファイルを CH@RK 内に反映 
・レシピ表画面などにメニュー名が反映（レシピ情報もある場合） 
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メニューマスタ画面を開き、 
「新規メニュー登録」 
ボタンを押下します。 

2. 親メニュー新規登録時の運用について 

 メニュー新規登録時は下記の運用となります。 

① メニュー登録区分の事前登録（経営戦略） 

  メニューに紐づける登録区分を、事前に登録します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 親メニューの新規登録 

   1)メニューコード選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

画面作成中 
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メニューグループ「VE」 「CH」 「SE」 
「SK（通常単価）」 「SK（高単価）」 
「KHK」 の中から、グループを選択します。 

・メニューグループは、TEC と NEC 製 POS の設定方法を基に設計されています。 
 内部テーブル毎に分かれており、メニューグループが親子関係の最上位概念となります。 
 そのため、メニューグループが同じ場合は親子関係を設定できますが、異なる場合は設定できません。 
 例）「SK（通常価格）」と「SK（高価格）」は親子関係の設定不可（SE 作業での手修正は可能） 
    「KHK」は内部に珈琲館、珈琲館蔵、CDEK を全て保持しているので、親子関係設定が可能 

メニューコードとなる、業態、部門（販売方法）、 
ジャンル、その他（個店メニューや値引きなど） 
を選択します。 

・メニューコードは上記で設定した5桁＋４桁（自動採番）の９桁となります。 
・VE／SK 業態については、TEC-POS が６桁管理となる為、７桁目＋６桁目＋４桁（自動採番）の６桁が 
  FoodIT や POS のコードとなります。 
 ※マスタ管理システム内では９桁で管理を行います。 

・部門コード 
→POS 用部門コードを登録します。 

・メニュー登録区分 
  →経営戦略から指定された区分を登録します。 
・TEC メニューコード（VE／SK のみ） 
  →自動採番の為、登録不要となります。 

・メニュー名称 
→メニューの正式名称を登録します。（テイクアウトなどで、名称を変えるかは運用未決定） 

・カナ名称 
  →メニュー名称を半角ｶﾅで登録します。 
・POS 名称（POS に表示される名称） 
  →半角24時に納まる形で可能な限りメニュー名称を登録。半角禁止文字 → " # $ % & ' > < , 
・レシート印字名称（レシートに印字される名称） 
  →POS 名称と同一にする 
※詳細な名称登録ルールは、別紙「メニュー名称登録ルール」を参照 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   2)メニュー名称登録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考【メニューグループについて】 

参考【メニューコードについて】 
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・マーケティング会議で決定した、単価と原価（TO で価格が異なる場合はその金額も）を登録します。 
・サブ単価、TO 用サブ単価は、セットメニューで単価が変わる場合に登録します。 
 ※2023/5/1現在で、VE は未使用（全て0円） 

   3)メニュー単価登録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   4)メニュー付帯情報登録 
 
 
 
 
 
 
 
     下記ルールに従って登録します。 

項目 内容 登録ルール 
税区分 通常販売時の税率を登録 店内メニューは「内税(10%)」 

テイクアウトやデリバリーは「内税(8%)」で登録 
TO 用税区分 POS のテイクアウトボタンが押された

場合の税率を登録 
アルコールや物販商品は「標準税率」 
その他飲食商品は「軽減税率対応」 

親メニューID 親子を紐づける為の項目 自動反映の為登録の必要無し 
セット商品実売価 分析用項目 自動反映の為登録の必要無し 
売上種別制御 販売時にテイクアウトを認めるかどうか 店内メニューは「種別入力に従う」 

テイクアウトやデリバリーは「EAT-IN のみ」で登録 
POS メーカー区分 VE／SK は TEC、KHK は NEC 自動反映の為登録の必要無し 
販売カテゴリー CHARK 連携用項目 正しいカテゴリーを登録 
共通部門コード 分析用項目 登録不要 
商品キー表示名称 NEC 用項目 メニュー名称登録ルールを参照 
販売キーカラー NEC 用項目 メニュー名称登録ルールを参照 
伝票名称 NEC 用項目 メニュー名称登録ルールを参照 
ハンディ名称 NEC 用項目 メニュー名称登録ルールを参照 
KD 名称 NEC 用項目 メニュー名称登録ルールを参照 
KP1 TEC 用項目 キッチンプリンター発行対象メニュー※は「○」 
KP2 TEC 用項目 キッチンプリンター発行対象メニュー※は「○」 

      ※VE／SK のキッチンプリンター発行対象メニューはパスタメニューのみ 
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③ 店舗メニュー設定 

  新規登録したメニューをどの店舗でどの期間使用するか設定します。 
  設定することにより、FoodIT の廃棄時などにメニューが表示されます。（VE／SK／KHK 共通仕様） 
  ※VE／SK 業態については、販売期間中は自動発注のレシピ原価計算対象となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗選択タブを選びます。 

割り付ける店舗を、店舗抽出条件を活用 
して絞り込みます。 
「∨」を押すと、詳細絞り込み条件を表示 
出来ます。 
条件設定後、虫眼鏡ボタンを押します。 

抽出条件に基づいて未割付の店舗一覧が 
表示されます。 
※既に店舗割付済みの店舗は表示されません 
 
リスト上部の「☑」を押すと、表示された全店舗 
が登録対象となります。 
 
店舗名の右横の「▶」を押すと、1店舗ずつ選択 
出来ます。 

登録対象の店舗が画面右側に表示されます。 
※登録前であれば、店舗名の左横の「◀」や 
  「☒」を押すことによって、対象外にする事が 
  出来ます。 

 

初回納品日と最終納品日を設定し、 
「登録する」ボタンを押します。 
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・設定したコードに重複がある場合は、「選択を変えてください」になります。既に登録済みとなりますので、確認ください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 子メニュー登録時の運用について 

 子メニュー登録は下記の運用となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録した店舗は、「店舗設定」タブに一覧で 
表示されます。 

・一度店舗設定タブに表示された店舗は、登録対象外（削除）する事ができません。 
 誤って登録した場合は、店舗終了日を当日もしくは過去日付にするなどで対応してください。 
・店舗数が多い場合は、登録完了まで時間がかかる場合があります。 

注意事項 

親メニューを表示し、コピーボタンを押下します 

子メニューに該当する、9桁目～5桁目を 
設定します。 

参考【メニューコードの重複について】 

メニュー複製ボタンを押下することにより、 
子メニューのコードが割り振られます。 
処理完了まで少し時間がかかります。 
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親コードの情報が引き継がれるので、必要に応じて、名称や単価、税区分などを変更して更新します。 
※メニュー名称など、自動で名称の頭に TO などの文字を入れていますが、仕様修正が必要な可能性有 
親メニューで設定した、店舗メニューも子メニューに引き継がれます。必要に応じて修正します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. メニュー変更時の運用について 

① 単価変更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単価変更を行うメニューを表示し、 
「新規単価」ボタンを押下します。 

単価を変更すると、「運用開始日」と「運用 
終了日」欄が出てくるので、単価変更日を 
「運用開始日」に登録し、更新ボタンを押下 
します。 
※運用終了日は修正する必要はありません。 

新しい単価レコードが作成されます。 
誤って登録した場合は、ゴミ箱ボタンを押すと 
レコードを削除できます。 
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② メニュー終了時の運用 

   1)1店舗ずつ設定する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   2)複数店舗一括で設定する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

店舗設定タブを選びます。 

該当店舗の店舗開始日や店舗終了日を 
任意の日付に設定します。 
※更新ボタンなどはありません。 
 
店舗終了日横の「▶▶」を押すと、終了日 
が「9999/12/31」となります。 

 

欄外の店舗開始日、店舗終了日を変更する 
と、「全店の開始日を更新」ボタン、「全店の 
終了日を更新」ボタンが表示されるので、押下 
する事によって、一括設定が可能です。 
 
店舗を絞り込むことによって、絞り込んだ店舗 
のみ一括設定することが可能です。 
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★レシピ／仕掛品マスタ登録業務 
食材マスタとメニューマスタが FoodIT に連携された後は、レシピ／仕掛品マスタの登録が可能となります。 
新規レシピ／仕掛品登録時や変更時の業務の流れについて記載します。 

1. レシピ／仕掛品マスタ連携の概要 

  レシピ／仕掛品マスタ登録時や変更時の、各システムへの連携の概要は下記となります。 

① 連携のタイミング 

  FoodIT で登録、変更されたレシピ／仕掛品は日々下記の時間帯に連携されます。 
  ※食材にアイテムグループが設定されており、アイテムグループが含まれるレシピ／仕掛品の構成を変更する場合は、 
    マスタ管理システム側での操作となります。 
  ※記載時間は目安時間となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② レシピ／仕掛品マスタの連携範囲 

  マスタ管理システムで更新されたアイテムグループデータは、下記システムに反映されます。 
システム名 画面 範囲 主な連携データ 

FoodIT － 全社 店舗別納品開始日／終了日 
 
  FoodIT で登録、変更されたレシピ／仕掛品データは、下記システムに反映されます。 

システム名 画面 範囲 主な連携データ 
CH@RK レシピ表 店舗 店舗毎の取扱メニュー 

－ 店舗 店舗別納品開始日／終了日 
  ※FoodIT 内で登録、変更されたレシピ／仕掛品データは、FoodIT 内の理論原価計算処理に活用されます。 
   VE／SK 業態のみ、理論原価計算以外に CH@RK 自動発注計算用にデータ連携されます。 
 
 
 

23:00～0:30 
・アイテムグループに紐づく食材の切替などがあった場合にマスタ管理  
システムを操作し、連携ファイルを作成 
※マスタ管理システムの操作禁止時間 

0:30～1:30 

マスタ管理 
   システム 

2:00～3:00 

FoodIT 

・上記連携用ファイルがあった場合に受信し、FoodIT 内に反映 

・上記アイテムグループ関連の更新情報と、当日 FoodIT 上で登録、
変更された、レシピ／仕掛品データの連携ファイルを作成 

 ※VE／SK 業態のみ。KHK 業態は連携ファイル無し 

13:00～13:30 CH@RK 
・レシピ連携用ファイルを CH@RK 内に反映 
 ※CH@RK 自動発注計算用に活用される。仕掛品は連携無し 
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FoodIT にて商品レシピを入力する手順を記載します。FoodIT を利用した商品レシピ入力は以下内容に沿って登録作業を 
進めてください。 

 
 レシピマスタ登録画面への移行手順 

 新規登録手順（仕掛品） 

 新規登録手順（構成品）⇐レシピ 

 新規登録手順（複製登録）⇐TO/従食などへの複製登録 

 既存商品の登録内容変更手順 

 

2. レシピマスタ登録画面への移行手順 

 
FoodIT を起動し、左側のタブよりマスタ管理→レシピ管理→「レシピマスタ」を開きます。 
 

 

 

3. 新規登録手順（仕掛品） 

 仕掛品（仕込み）の新規登録手順です。 
 注）仕掛品登録で新規食材を入力する際は、レシピマスタ登録で新規食材の食材マスタ登録（購買担当が登録する項目）     
    が完了していないと、FoodIT での登録作業ができません。 
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③ 仕掛品登録手順 

レシピマスタトップ画面より「新規登録」ボタンをクリックし、レシピマスタ登録画面の「レシピアイテム区分」より「仕掛」を選択します。 
 

     
 
 
 
 

   
 

④ 基本情報の入力 

レシピ名称等、仕掛品登録に必要な基本情報を入力します。 
 「＊」印は記入必須項目です。 
 

① 赤枠部部分を入力もしくはプルダウンより選択します。 
1-1 レシピコードは7桁の数字を入力してください。数値は任意の数値となりますので、レシピマスタ上で 
    レシピコードを確認し、連番で作成できるよう番号を入力してください。 
1-2 レシピ名称を入力する際は仕込みの場合、名称の先頭に【仕】を入力してください。 
1-3 レシピ名称 略名称はレシピ名称と同じ内容で問題ございません。 
1-4 レシピ名称 カナ名称は全角で入力してください。 
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 1-5 入力が完了したら基本タブの隣にある「構成品」タブをクリックし、構成品の入力に進みます。 

⑤ 構成品の入力 

仕掛品で使用する食材及び仕掛品を入力し、仕掛レシピを完成させます。 
 

① 構成品区分をプルダウンより選択します 
構成品区分のプルダウンをクリックすると、「アイテム」「メニュー」「仕掛品」が表示されるので、原材料を入力したい場合は「アイテ
ム」仕掛品を使用したい場合は「仕掛品」を選択して下さい。 
 

 
 

② 構成品を入力します。 
構成品欄をクリックすると、検索入力ができる枠が表示されますので検索したいワードを入力し、虫眼鏡アイコンをクリックして該
当するアイテムを選択してください。 
 

③ 構成品数量を入力します。 
仕込みに必要なレシピ数量を記入してください。同時に構成品数量と単位の整合性があるかも確認しておきましょう。 
上記①～③の作業を繰り返し、仕掛品レシピを完成させてください。 



2-3-5 

 

 
 

④ 出来上がり数量を入力します。 
１回の仕込みで作成できる数量を入力します。 

 

 
 

※赤枠部分が記載必要箇所 
⑤ ①～④の入力が完了したら、画面左上の「登録」ボタンをクリックし、仕掛品の作成は完了です。 
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⑥ 登録した仕掛品内容を確認するときは… 

① レシピマスタトップ画面より「レシピアイテム区分」を仕掛にし、「検索」ボタンをクリックすると、現在登録されている仕掛品が一覧
で表示されますので、登録した内容が正しいか確認を行う際は、一覧より該当する商品をダブルクリックし、登録内容を確認し
てください。  
※仕掛品を作成する際に仕掛品コードを採番する際もこの手順で同じ番号がないか確認ができます。 

 

 
 
 
 
 

 
  ※該当する商品をダブルクリックすると、上記レシピマスタ登録画面に移行します。登録内容を修正、変更したい場合は 

このまま編集することができますので、修正したい個所を入力の上、「登録」ボタンをクリックしてください。 
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4. 新規登録手順（構成品）⇐レシピ 

 構成品（商品レシピ）の新規登録手順です。 
注）新規登録でレシピを入力する際は、レシピマスタ登録でメニューマスタ登録（商品開発が担当する部分）     
    が完了していないと、FoodIT での新規登録作業ができません。 

  
 

① レシピ登録手順 

レシピマスタトップ画面より「新規登録」ボタンをクリックし、レシピマスタ登録画面の「レシピアイテム区分」より「メニュー」を選択します。 
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② レシピコードの入力 

画面上部の「レシピコード」より該当する商品を選択します。 
レシピマスタ登録でメニューマスタが登録されていると、プルダウンより選択したい商品が表示されるので、該当する商品を選択する。 
商品を選択する際は原則として、「店内」商品のコード（親コード）を選択します。 
親コードは右から6桁目の数値が「１」になっていれば、店内＝親コードになります。 
 
Ex）ほろにがプリンのコード→0000000130157（赤太字の数値が「１」であれば親コード） 

 
 
 
 
 

2-1 該当する商品を選択すると、基本情報が表示されるで、レシピ名称、部門に誤りがないか確認し、仕上がり単位を 
入力します。 

 
 

2-2 入力が完了したら基本タブの隣にある「構成品」タブをクリックし、構成品の入力に進みます。 
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③ レシピ構成品の入力 

商品を作成に使用する食材及び仕掛品を入力し、商品レシピを完成させます。 
 

① 構成品区分をプルダウンより選択します 
構成品区分のプルダウンをクリックすると、「アイテム」「メニュー」「仕掛品」が表示されるので、原材料を入力したい場合は「アイテ
ム」仕掛品を使用したい場合は「仕掛品」を選択して下さい。 
 

 
 

② 構成品を入力します。 
構成品欄をクリックすると、検索入力ができる枠が表示されますので検索したいワードを入力し、虫眼鏡アイコンをクリックして該
当するアイテムを選択してください。 
 

③ 構成品数量を入力します。 
商品作成に必要なレシピ数量を記入してください。同時に構成品数量と単位の整合性があるかも確認しておきましょう。 
上記①～③の作業を繰り返し、仕掛品レシピを完成させてください。 
 

 
④ 出来上がり数量を入力します。 

１回の仕込みで作成できる数量を入力します。 
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※赤枠部分が記載必要箇所 

⑤ ①～④の入力が完了したら、画面左上の「登録」ボタンをクリックし、レシピ登録の作成は完了です。 

 

④ 登録したレシピ内容を確認するときは… 

① レシピマスタトップ画面より「レシピアイテム区分」がメニューになっていることを確認し、「絞り込み」項目にて検索ワードを入力し
「検索」ボタンをクリックすると、現在登録されているレシピが表示されますので、登録した内容が正しいか確認を行う際は、一覧
より該当する商品をダブルクリックし、登録内容を確認してください。  
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  ※該当する商品をダブルクリックすると、上記レシピマスタ登録画面に移行します。登録内容を修正、変更したい場合は 

このまま編集することができますので、修正したい個所を入力の上、「登録」ボタンをクリックしてください。 
 

5. 新規登録手順（複製登録） 

構成品（商品レシピ）の複製登録手順です。 
店内商品のレシピ登録完了後、TO 商品、従食などに展開する際に使用します。 
※店内商品の構成品（レシピ登録）新規登録が完了してないと、複製登録ができません。 
 
 

① 複製登録 

① レシピマスタトップ画面より「複製」ボタンをクリックし、レシピマスタ複製登録画面を開きます。 

 
 

② 複製元レシピ区分、複製元メニューグループ、複製元レシピコードを選択します。 
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複製元レシピ区分、複製元メニューグループは変更がない場合はそのままにし、複製元レシピコードのプルダウンを開き、検索ワ
ードを入力して該当する複製したい商品を選択してください。 
 

 
 

③ 複製先レシピコードを選択します。 
複製先レシピコードはレシピマスタ登録でメニューマスタ登録商品開発が担当する部分） 
が完了していないと、FoodIT での複製登録作業ができません。 
 

 
 

 
 

④ 複製登録ボタンをクリックします。 
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店内商品とレシピ内容が変わらない場合はこれで作業完了です。 
店内商品とレシピ内容が変わる場合は、登録した複製内容を編集する作業が発生します。 
複製登録したレシピを編集する場合は次ページを参照ください。 
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② 複製したレシピを編集するときは… 

① レシピマスタトップ画面より「レシピアイテム区分」がメニューになっていることを確認し、「絞り込み」項目にて検索ワードを入力し
「検索」ボタンをクリックすると、現在登録されているレシピが表示されますので、登録した内容が正しいか確認を行う際は、一覧
より該当する商品をダブルクリックし、登録内容を確認してください。  

 

 
 
 
 
 

 
 

※該当する商品をダブルクリックすると、上記レシピマスタ登録画面に移行します。登録内容を修正、変更したい場合は 
このまま編集することができますので、修正したい個所を入力の上、「登録」ボタンをクリックしてください。 
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6. 既存商品の登録内容変更手順 

グランドメニュー等、既に登録されている内容を変更します。 
 

① レシピマスタトップ画面より「レシピアイテム区分」がメニューになっていることを確認し、「絞り込み」項目にて検索ワードを入力し
「検索」ボタンをクリックすると、現在登録されているレシピが表示されますので、一覧より該当する商品をダブルクリックし、登録
内容の編集を実施してください。  

 

 
※マニュアルでは「ｺｰﾋｰ」を検索ワードに入力し、検索をしています。 
 
 
 
 

② レシピマスタ登録画面より「構成品」を選択し、レシピの編集を行ってください。 
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③ 編集したい項目を選択し、レシピ構成品を作成した手順と同様にメニュー・仕掛品等を記入し、編集が終了したら 
「登録」ボタンをクリックします。 
 

 
 

以上 


